
第３回アジア原子力協力フォーラム（FNCA）大臣級会合 
の開催について 

 
平成１４年１０月２２日 
原 子 力 委 員 会 

 
 
  我が国と地理的・経済的に密接な関係のある近隣アジア地域が、原子力に
関する地域協力について意見交換・情報交換を行うため、第１回会合は平成
12年（2000年）にタイにおいて「原子力利用の推進」、「原子力安全」、「地
域原子力協力の推進」をテーマに開催された。また、昨年東京において「持
続可能な発展と原子力」及び「放射線利用分野における協力のあり方」をテ
ーマに第２回会合を開催し、意見交換・情報交換を行った。 
  第３回会合は、「次世代のための原子力」を基調テーマとして、「原子力分
野における人材養成」及び「持続可能な発展と原子力」などについて大臣級
参加者による意見交換を行う。 

 
 
１．主催 
  原子力委員会と韓国科学技術省による共催 
 
 
２．開催時期 
  平成１４年１０月３１日（木） 
 
 
３．開催場所 
  ＡＳＥＭホール（ソウル） 
 
 
４．参加国 
  オーストラリア、中国、インドネシア、韓国、マレイシア、フィリピン、 
タイ、ヴェトナム、日本 
 
 
 



５．プログラム 
 

2002年10月 31日（木）：大臣級会合（MM : Ministerial level Meeting） 

 
 9:30 - 10:00  冒頭挨拶 
 
【午前セッション】 

9:50 - 10:00  FNCA活動の報告 
 
10:00 - 10:40  カントリーレポートの発表Ⅰ 
       （各国発表約１０分×４カ国） 
10:40 - 10:50 休憩 
10:50 - 12:00 カントリーレポートの発表Ⅱ 
       （各国発表約１０分×５カ国）、討議 
 
12:00 - 13:30 昼食 
 
【午後セッション】 
13:30 - 13:45 ＩＡＥＡのプレゼンテーション 
13:45 - 15:15 ラウンドテーブルディスカッションⅠ（90分） 
       「原子力分野における人材育成」 
15:15 - 15:30 休憩 
15:30 - 17:00 ラウンドテーブルディスカッションⅡ（90分） 
       「持続可能な発展と原子力」 
17:00 - 17:15 休憩 
17:15 - 17:30 議長サマリー 
       閉会挨拶 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
ラウンドテーブルディスカッションの骨子（案） 

 
 

平成14年10月22日 
 
 
Ⅰ．「原子力における人材養成」 
  
 （１）アジアにおける人材養成の必要性 
 （２）人材養成におけるFNCAの努力 
 （３）人材養成のための将来の協力の提案 
  ※リードオフスピーチは韓国が行う 

 
 
Ⅱ．「持続可能な発展と原子力」 
 
 －３Ｅ（Energy Security, Environmental Protection, Economic Growth）
の実現－ 
 （１）経済発展とエネルギー 
 （２）環境問題と原子力 
 （３）持続可能な発展と原子力の関係 
 （４）原子力の平和利用の要件 
 （５）持続可能な発展における原子力の位置付け 
 ※リードオフは日本が行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３回アジア原子力協力フォーラム参加者リスト 
 

オーストラリア 

Helen Garnett ヘレン・ガーネット        ANSTO専務理事 
 ANSTO：オーストラリア原子力科学技術機構 

 

中国 

張 華祝（Zhang Huazhu） チャン・ホア チュー   CAEA主任 

張 静（Zhang Jing）     チャン・ジー      CAEA国際合作司司長 

楊 長利（Yang Changli）  ヤン・チャンリー    核工業集団公司国際合作部主任 

馮 毅（Feng Yi）      フェン・イー       CAEA系統工程司処長 

李 響（Li Xiang）     リー・シアン       CAEA国際合作司地区主管官員 

呂 暁明（Lu Xiaoming）  ルー・シャオミン     CAEA主任付秘書 

張 韶萍（Zhang Shaoping） チャン・シャオピン    CAEA国際合作司通訳 
CAEA：中国国家原子能機構 

 

インドネシア 

M. Hatta Rajasa     ハッタ・ラジャサ         研究技術担当国務大臣 

Soedyartonom Soentono スジャルトノ・スントノ     BATAN長官 

Hudi Hastowo         フディ・ハストウォ            BATAN次官 
BATAN：インドネシア原子力庁 

 

日本 

藤家 洋一   原子力委員会委員長 

遠藤 哲也   原子力委員会委員長代理 

竹内 哲夫   原子力委員会委員 

永松 荘一   内閣府大臣官房審議官（科学技術政策担当） 

榊原 裕一   内閣府参事官（原子力担当） 

 

韓国 

蔡 永福（Chae Young Bok） チェ・ユンボク    科学技術部（MOST）長官 

李 昌健（Lee Chang Kun） リー・チャンカン   原子力委員会委員 

趙 青遠（Cho Chung Won）  チョ・チュンウォン  科学技術部原子力局長 

韓 庚源（Han Kyung Won） ハン・キュンウォン  韓国原子力研究院原子力研修所長 

鄭  埈克（Chung John Keuk）チュン・ジョンカク  韓国原子力研究所責任技術員 

金 昌宇（Kim Chang Woo） キム・チャンウー   科学技術部原子力国際協力課長 



マレーシア 

Law Hieng Ding      ロウ・ヒェンディン      科学技術環境大臣 

Ahmad Sobri Haji Hashim アーマド・ソブリ・ハジ・ハシム  MINT長官 

Daud Mohamad        ダウド・モハマド           MINT次官 

Jini Wat             ジニ・ワット              大臣付秘書 
MINT：マレーシア原子力庁 

 

フィリピン 

Estrella F. Alabastro   エストレッラ・アラバストロ 科学技術庁長官 

Alumandra M. Dela Rosa  アルマンダ・デラロサ    PNRI所長代行 

Pilar C. Roceles      ピラー・ロケレス      PNRI科学研究専門職 
PNRI：フィリピン原子力研究所 

 

タイ 

Pinit Charusombat    ピニット・チャルソムバット 科学技術大臣 

Kriengkorn Bejraputra  クリアンコーン・ペチャラブ ＯＡＥＰ長官 

Manoon Aramrattana  マヌーン・アラムラ     ＯＡＥＰ次官 
OAEP：タイ原子力庁 

 

ヴェトナム 

Hoang Van Huay ホアン・ヴァン・フェイ  科学技術副大臣 

Vuong Huu Tan  ヴォン・フー・タン    VAEC委員長 

Le Doan Phac   レ・ドアン・ファク    VAEC国際関係局企画部次長 
VAEC：ヴェトナム原子力委員会 

 

ＩＡＥＡ 

Mohamad Nordin Razley モハマド・ノルディン・ラザレイ ｱﾌﾘｶ・ｱｼﾞｱ太平洋担当部長 

 


